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【①広域避難計画の検討実施】

（１）広域避難体制の構築

• 隣接市等への広域避難体制を構築

令和４年度の実施予定
・継続して検討実施

令和３年度の実施内容
・東三河市町村で検討（豊橋市）
・豊橋市との間で検討継続中（豊川市）
・新城市の中で広域避難が可能（新城市）
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▲広域避難計画策定のための具体的な検討手順書

【事例紹介】
・広域避難計画策定の検討手順書の提供（国土交通省）

※豊橋市より資料提供

東三河地域防災協議会（豊橋市）



【①広域避難計画の検討実施】

（２）要配慮者の避難確保計画

• 対象の要配慮者利用施設における避難確保計画の作成・避難訓練を実施

令和４年度の実施予定
・継続して検討実施

令和３年度の実施内容
・庁内の関係課と打合せを実施、進捗確認や訓練報告について説明（豊橋市）
・避難訓練結果報告書の提出を依頼（豊川市）
・該当施設が存在しない（新城市）
・愛知県市町村要配慮者利用施設避難確保計画作成等推進会議の開催（愛知県）
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【豊川市HP】
https://www.city.toyokawa.lg.jp/kurashi/anzenanshin/bosai/yohairyokeikaku/20
181122165906532.html

【豊橋市HP】
https://www.city.toyohashi.lg.jp/33251.htm

避難確保計画に関する情報（豊橋市） 避難確保計画に関する情報（豊川市）



【②教育現場での日常的な防災意識の普及・啓発・学習・訓練】

（３）防災教育に関する指導計画の作成支援

• 防災教育に関する支援を実施する学校を教育関係者等と連携して決定し、指導計画の作成支援に着手
する。また、国の支援により作成した指導計画を、協議会の関係自治体における全ての学校に共有する。

令和４年度の実施予定
【取組（案）】

•現時点での市内の学校防災教育の課題を把握する。

•防災教育に関する支援を実施する学校を教育関係者と連携して決
定するため、対象とする学校を選定する。

•国土交通省の防災教育ポータルサイトを参照し、指導計画の作成方
針を検討する。

令和３年度の実施内容
・既に小学校４年生を対象に防災講話を通じて防災学習は実施している

（新城市）
・令和３年度 防災教育指導者研修会（愛知県）

3

【事例紹介】
防災教育を実施する小学校に向けた学習指導計画や防災学
習ツール（副読本）を防災教育ポータルで公開中。

▲小単元「水はどこから」
学習指導計画

▲副読本「水はどこから？」

【防災教育ポータル】
https://www.mlit.go.jp/river/bousai/education/2318.html



【③要配慮者利用施設等の避難確保計画の推進】

（４）洪水時の情報伝達体制・方法の検討

• サミットの場等において、浸水想定区域内の公共施設や災害拠点病院等に関する情報を共有し、各施設
管理者等に対する洪水時の情報伝達体制・方法について検討する。

令和４年度の実施予定
【取組（案）】
・現時点での情報伝達体制・方法の実施内容について、サミットの場で共有する。
・浸水想定区域内の公共施設や災害拠点病院を抽出する。
・現時点での公共施設や災害拠点病院等への防災情報伝達体制・方法（防災無

線やメール等）を確認し、課題について検討する。

令和３年度の実施内容
・防災行政無線戸別受信機により全世帯一斉配信（新城市）
・情報伝達訓練の実施
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【事例紹介】
浸水想定図の情報を提供、SNSで防災情報を発信中。
（豊橋河川事務所）
事例：通信連絡手段として災害拠点病院等に MCA 無線
や衛星携帯電話等を配備（宮城県）

▲浸水想定区域図

▼豊橋河川事務所公式twitter

【豊橋河川事務所HP】
https://www.cbr.mlit.go.jp/toyohashi/bohsai/shinsui/toyokawa/index.html

●開催日時：令和3年12月8日(水）10：00～11：30
●開催場所 豊橋河川事務所 会議室
●参加者
（河川管理者）国土交通省豊橋河川事務所
（市） 豊橋市（Web）、豊川市(Web ）
（道路管理者）愛知県東三河建設事務所（対面）

豊橋市 豊川市

愛知県、豊橋河川事務所

▼情報伝達訓練の実施（タイムライン検証会）



【③要配慮者利用施設等の避難確保計画の推進】

（５）公共施設や災害拠点病院の機能確保対策

• 公共施設や災害拠点病院の機能確保に関する情報を共有し、耐水化、非常用電源等の必要な対策につ
いては各施設管理者において順次実施するとともに、対策の実施状況についてはサミット等で共有する。

令和４年度の実施予定
【取組（案）】
・浸水想定区域内の公共施設や災害拠点病院を抽出し、浸水発生時の施設機能の維持（想定浸水深に対

する非常用電源の浸水の有無等）に関する課題を調査する。

令和３年度の実施内容
・該当施設の有無を確認（新城市）

5

▲止水板設置訓練の実施
▲防災・安全交付金の実施

▲変電設備や配電盤（非常用切替盤）等の重要設備を屋上に配置

【国土交通省HP https://www.mlit.go.jp/page/kanbo05_hy_000213.html】
【国土交通省 浸水被害防止に向けた取組事例集H29.8】

【事例紹介】
・整備計画に掲げる政策目標達成に向けて、多様な事業を総合的に
バックアップするための防災・安全交付金の実施（国土交通省）
・防災機関の機能やライフライン・インフラの被害を軽減（宮崎県立延
岡病院、宮崎県立宮崎病院）



【⑤わかりやすい防災情報提供】

（６）不動産関連事業者への水害リスク情報の提供

• 不動産関連事業者に対し、引き続き、研修会等で水害リスク情報等に係る施策の最新情報を定期的に
説明する。

令和４年度の実施予定
・継続して実施
【取組（案）】
・不動産関連事業者へ向けた啓発や説明資料の作成を検討する。
・不動産関連団体の研究会等に積極的に参加し、想定される浸水範囲や浸水深等の浸水リスク、水防体

制やソフト対策等の水防災の取組について説明を実施する。

令和３年度の実施内容
・民間建築確認申請機関・建築士会

等に啓発チラシ配布（豊橋市）
・業者等に尋ねられた場合、その都

度説明（新城市）
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【事例紹介】
・霞堤地区内で建築を考えている方へ向け
た啓発（豊橋河川事務所）
・浸水時に大きな被害に見舞われることを
防止するために霞堤地区における浸水や
建築物の浸水対策の工夫についてお知ら
せしている。

【豊橋河川事務所HP】
https://www.cbr.mlit.go.jp/toyohas
hi/kasumi-portal/kasumitei.html



【⑥水防計画の立案・水防活動の強化】

（７）水防団募集の広報・活動調整の実施

• 水防団員等の減少や高齢化が顕在化しているため、サミットの場等を活用して、水防団の募集、自主防
災組織、企業等の参画を促す為の具体的な広報の進め方について検討の上、順次実施し、活動につい
て水防団と調整を図る。

令和４年度の実施予定
・継続して実施（豊橋市）
【取組（案）】
・出前講座等の住民への広報が可能な機会を活用した、水防団の募集等を検討する。
・水防団の募集の成果が低迷する要因を水防団へのヒアリング等を含めて、情報収集し、分析する。

令和３年度の実施内容
・研修会（WEB）を実施（豊橋市）
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▲水防団員募集リーフレット（3種類）

←水防団員募集ポスター（4種類）

▲水防活動活性化調査会

【全国水防管理団体連合会】
http://www.zensuikan.jp/014kakuho/001.html

【事例紹介】
・水防活動活性化調査会の実施（国土交通省）
・水防月間において、水防PR、国民の普及啓発を目的とした
ポスターやリーフレットを作成。
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